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氏
家
伸
一
先
生
は
、
二
〇
一
七
年
三
月
末
を
も
っ
て
本
学
を
ご
退
職
な
さ
れ
、
同
年
四
月
本
学
名
誉
教
授
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
法

学
部
教
員
一
同
か
ら
先
生
へ
の
敬
愛
と
感
謝
の
念
を
込
め
て
、
本
号
を
献
呈
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

氏
家
先
生
は
、
一
九
四
七
年
四
月
一
七
日
宮
城
県
に
お
生
ま
れ
に
な
り
、
一
九
七
〇
年
三
月
神
戸
大
学
法
学
部
を
ご
卒
業
後
、
京

都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
を
経
て
、
京
都
大
学
法
学
部
助
手
、
同
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
後
、

同
研
究
科
研
修
生
の
の
ち
、
一
九
八
三
年
神
戸
学
院
大
学
法
学
部
講
師
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
同
大
学
助
教
授
を
経
て
、
一

九
九
一
年
同
大
学
教
授
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

氏
家
先
生
は
、
四
〇
数
年
に
わ
た
る
研
究
生
活
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
現
代
政
治
思
想
史
に
注
が
れ
、
と
り
わ
け
政
治
社
会
学
者
の

ロ
ベ
ル
ト
・
ミ
ヘ
ル
ス
の
政
治
思
想
の
発
展
の
追
跡
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
氏
家
先
生
の
研
究
へ
の
意
欲
は
な
お
盛
ん
で
、

ご
退
職
後
も
本
誌
へ
の
ご
投
稿
は
続
い
て
お
り
ま
す
。

氏
家
先
生
は
研
究
の
傍
ら
本
学
で
の
法
人
・
大
学
・
学
部
行
政
に
も
、
そ
の
お
力
を
発
揮
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
一
九
九
九
年

に
は
図
書
館
長
、
二
〇
〇
五
年
に
は
学
校
法
人
神
戸
学
院
評
議
員
、
二
〇
〇
七
年
に
は
法
学
部
長
、
学
校
法
人
神
戸
学
院
理
事
お
よ

び
神
戸
学
院
大
学
学
長
補
佐
、
二
〇
一
〇
年
に
は
神
戸
学
院
大
学
入
学
セ
ン
タ
ー
所
長
、
二
〇
一
四
年
に
は
神
戸
学
院
大
学
入
試
問

題
副
委
員
長
、
二
〇
一
五
年
に
は
神
戸
学
院
大
学
入
試
問
題
委
員
長
を
そ
れ
ぞ
れ
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
激
務
の
中
に
あ
っ

て
も
、
氏
家
先
生
は
時
間
を
見
つ
け
て
は
テ
ニ
ス
を
た
し
な
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

献
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誠
に
氏
家
先
生
の
ご
活
躍
ぶ
り
に
は
、
頭
の
下
が
る
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

氏
家
先
生
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
、
益
々
ご
健
勝
で
あ
ら
れ
、
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
ご

指
導
・
ご
教
授
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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